
夕闇が迫る萩城址
　水面に映る世界遺産の遺構

　萩城は明治 7（1874）年に解体された。石垣を残すだけの
萩城跡は、明治維新、封建社会から近代社会の始まりを視覚的
に表す。「やまぐちフォトコンテスト」（2017 年秋）で、韓国
人の審査員により「やまぐち大賞」に選ばれた作品「萩城址」。
　2017 年の萩市の観光宿泊客数は 44 万 5 千人、うち外国人
は2万3千人。4年前に比べ5倍以上増加している。萩観光マー
ケティング調査では、国別割合は韓国65％、台湾11％、中国9％、
アジア近隣国が 85％を占めている。
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東
京
目
白
・
椿
山
荘
で
、
萩
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

　

外
務
省
は
６
月
21
日
、「
地
域
の
魅

力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」
を
萩
市
、
新
潟
県
、

五
島
列
島
（
長
崎
県
）、
養や

ぶ父
市
（
兵

庫
県
）
と
合
同
で
、
ホ
テ
ル
椿

ち
ん
ざ
ん
そ
う

山
荘
東

京
（
文
京
区
）
で
開
催
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
方
自
治
体

が
駐
日
外
交
団
等
に
対
し
て
地
域
の
施

策
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
し
て

設
け
ら
れ
、
第
１
部
で
は
参

加
自
治
体
が
観
光
の
見
ど
こ

ろ
、
特
産
品
等
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。萩

市
は
「
萩
な
ら
で
は

の
和
を
楽
し
も
う
～
萩
焼
・

夏
み
か
ん
～
」
と
題
し
て
、

藤
道
健
二
市
長
と
英
国
出
身

の
国
際
交
流
員
エ
マ
・
ヒ
ロ

和服姿で萩の夏みかんをＰＲするエマ・ヒロさん（左）と藤道萩市長

▷
萩
の
魚
を
Ｐ
Ｒ
す
る
山
口
泉
さ
ん

さ
ん
が
和
服
姿
で
登
壇
し
、
萩
焼
・
夏

み
か
ん
な
ど
萩
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

藤
道
市
長
は
「
食
の
魅
力
を
は
じ
め
、

語
り
尽
く
せ
な
い
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
萩

で
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
呼
び
か
け
た
。

第
２
部
の
交
流
会
で
は
、
陶
芸
家

の
松
尾
優
子
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
萩
焼

の
絵
付
け
体
験
や
、
道
の
駅
萩
し
ー

ま
ー
と
駅
長
の
山
口
泉
さ
ん
に
よ
る
萩

の
魚
の
Ｐ
Ｒ
ほ
か
、
ア
マ
ダ
イ
の
寿
司

等
の
試
食
も
あ
っ
た
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
、
国
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡

大
や
旅
行
消
費
に
よ
っ
て
地
域
の
活
力

の
発
展
を
目
指
し
て
、
駐
日
外
交
団
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
促
進
が
期
待

さ
れ
る
。

■
萩
の
息
吹
を
感
じ
る
「
ホ
テ

ル
椿
山
荘
東
京
」

　

椿
山
荘
周
辺
は
、
椿
が
自
生
す
る
景

勝
の
地
で
「
つ
ば
き
や
ま
」
と
呼
ば
れ
、

萩
出
身
の
明
治
の
元
勲
・
山
県
有
朋
が

私
財
を
投
じ
て
購
入
、
邸
宅
を
つ
く
り

「
椿
山
荘
」
と
命
名
し
た
。
山
県
は
作

庭
に
つ
い
て
一
家
言
を
有
し
、
日
本
で

最
も
天
然
趣
味
に
優
れ
た
名
園
と
評
価

さ
れ
た
。
今
日
も
残
る
山
県
の
名
園
に

は
、
京
都
の
無む

り
ん隣

庵
、
小
田
原
の
古
稀

庵
、
東
京
目
白
の
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

が
あ
る
。
庭
園
は
萩
の
地
形
を
再
現
し
、

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
た
の
で
は
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
藤
田
興
業
の
所
有
と
な
り
、

結
婚
式
場
の
名
門
と
し
て
、
ま
た
宴
会

や
ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

庭
園　

午
前
６
時
～
午
後
11
時
（
ホ
テ

ル
利
用
者
の
み
）

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線「
江
戸
川
橋
駅
」

か
ら
徒
歩
10
分
、
山
手
線
「
目
白
駅
」

か
ら
都
バ
ス
約
10
分

（
０
３
・
３
９
４
３
・
１
１
１
１
）

■
萩
し
ー
ま
ー
と
駅
長
の
山
口

泉
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

ア
マ
ダ
イ
の
寿
司
の
試
食
で
は
、

「
ア
マ
ダ
イ
」
よ
り
も
「
寿
司
」
と
い

う
響
き
に
惹
か
れ
試
食
さ
れ
る
方
が
多

か
っ
た
で
す
。
生
の
魚
も
寿
司
に
す
る

と
抵
抗
な
く
食
べ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
実
感
し
た
の
で
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
方
法

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、
萩
市
ま
で

の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
萩
市
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の

情
報
発
信
な
ど
短
期
的
に
で
き
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
た
め
に
交
通
手

段
や
案
内
表
示
な
ど
幅
広
い
客
層
を
迎

え
る
体
制
を
整
え
る
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

見
島
航
路
に
来
年
４
月
、

高
速
新
船
「
ゆ
り
や
」

が
就
航

萩
市
の
萩
海
運
有
限
会
社
が
運
航

す
る
、
離
島
の
見
島
と
萩
港
を
結
ぶ
新

し
い
定
期
船
の
名
称
が
「
ゆ
り
や
」
に

決
ま
り
、
来
年
４
月
に
就
航
す
る
。
運

航
時
間
は
、
１
時
間
10
分
で
島
と
本
土

を
結
ぶ
。

「
ゆ
り
や
」
の
名
称
は
、
見
島
に
生

息
す
る
世
界
的
に
も
希
少
な
緑
色
の
貝

「
ユ
リ
ヤ
ガ
イ
」
に
由
来
す
る
。
公
募

で
市
内
外
か
ら
３
３
３
件
の
応
募
が
あ

り
、「
ゆ
り
や
」
は
７
件
。

新
船
は
全
長
46
㍍
、
２
７
０
㌧
で

旅
客
定
員
は
現
船
と
同
じ
２
０
０
人
。 新船のイメージ図、船体は見島の自然をイメージした青緑色
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明
治
維
新
１
５
０
年　
「
有
備
館
」で
薩
長
土
肥
の

剣
道
大
会　

剣
槍
術
の
聖
地
に

　

萩
市
は
６
月
23
日
、
明
治
維
新

１
５
０
年
を
記
念
し
、
萩
市
江
向
の
国

指
定
史
跡
、
旧
萩
藩
校
明
倫
館
に
あ
る

稽
古
道
場
「
有ゆ

う
び
か
ん

備
館
」
を
「
剣

け
ん
そ
う槍

術
の

聖
地
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

有
備
館
顕
彰
記
念
式
典
で
、
藤
道

健
二
市
長
は
「
剣
槍
術
に
よ
る
人
づ
く

り
が
、
明
治
維
新
の
原
動
力
の
一
つ
と

な
っ
て
い
た
。
有
備
館
は
貴
重
な
萩
市

の
財
産
、国
の
財
産
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

聖
地
宣
言
を
行
っ
た
。

式
典
に
は
、
日
本
武
道
館
常
任
理

事
の
河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
、
山
口
県

の
弘
中
勝
久
副
知
事
、
毛
利
家
子
孫
で

毛
利
報
公
会
の
毛
利
元
敦
会
長
ら
約
60

有備館

人
が
出
席
し
た
。

萩
市
剣
道
連
盟
の
横
山
賢
治
会
長

は
「
武
道
の
良
さ
の
再
認
識
に
つ
な

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

毛
利
元
敦
氏
は
「
嘉
永
２
年
、
藩
主
毛

利
敬た

か
ち
か

親
が
堀
内
の
明
倫
館
を
、
文
武
両

道
、
人
材
育
成
の
た
め
、
江
向
の
地
に

拡
張
、移
転
し
た
の
が
新
明
倫
館
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
式
典
で
は
、
浜
崎

の
住
吉
神
社
に
奉
納
さ
れ
る「
お
船
謡
」

も
披
露
さ
れ
た
。

　

６
月
23
日
に
明
倫
小
学
校
体
育
館

で
、「
薩
長
土
肥
」と
呼
ば
れ
た
鹿
児
島
、

山
口
、
高
知
、
佐
賀
４
県
の
国
体
成
年

女
子
強
化
選
手
15
人
が
、
模
範
試
合
を

披
露
し
た
。
女
性
剣
士
の
激
し
い
打
ち

合
い
を
、
翌
日
の
剣
道
大
会
に
参
加
す

る
小
学
生
が
見
学
し
た
。

６
月
24
日
に
は
市
民
体
育
館
（
椿
）

で
第
１
回
「
高
杉
晋
作
旗
・
有
備
館
剣

道
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
薩
長
土
肥
の

４
県
を
は
じ
め
、
九
州
、
四
国
、
中
国

の
強
豪
１
０
５
チ
ー
ム
、
５
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

初
開
催
な
が
ら
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
実
行
委
員
会
で
は
既
に
来
年
の
大

会
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
。

■
「
有
備
館
」

　

１
８
４
９
（
嘉
永
２
）
年
ご
ろ
に
建

設
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
て
。
板
の
間
39

畳
の
剣
術
場
と
土
間
54
畳
の
槍
術
場

に
、
藩
主
の
上
覧
場
を
備
え
た
道
場
。

名
称
は
江
戸
桜
田
の
藩
邸
内
に
あ
っ
た

藩
の
文
武
講
習
所
に
ち
な
ん
で
名
づ
け

ら
れ
た
。
萩
藩
士
の
稽
古
場
の
ほ
か
、

「
他
国
修
業
者
引
請
場
」
と
し
て
、
文

久
２
年
に
は
幕
末
の
志
士
、
坂
本
龍
馬

も
訪
れ
て
試
合
を
行
っ
た
と
言
わ
れ

る
。萩

市
剣
道
連
盟
顧
問
で
あ
る
井
上

商
店
の
井
上
伊
三
郎
会
長
は
、
有
備
館

の
活
用
に
つ
い
て
常
々
言
っ
て
い
た
。

維
新
１
５
０
年
に
合
わ
せ
て
剣
道
大
会

を
行
う
、
聖
地
と
し
て
有
備
館
を
広
め

た
い
と
い
う
思
い
が
、
今
回
の
実
現
に

つ
な
が
っ
た
。

井
上
会
長
は
、
小
・
中
・
高
・
大

学
と
ず
っ
と
剣
道
部
。
そ
の
関
係
で
福

岡
大
学
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

今
回
初
め
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
取
り

ま
と
め
役
と
し
て
、
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上

げ
る
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
覚

悟
を
決
め
る
気
構
え
が
な
い
と
、
何
事

も
成
功
し
な
い
。
一
過
性
の
花
火
で
な

く
、
継
続
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

■
実
行
委
員
会
事
務
局
の
柳
井

正
司
さ
ん（
井
上
商
店
統
括
チ
ー

フ
）
に
聞
き
ま
し
た

高杉晋作旗・有備館剣道大会

▷
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
柳
井
正
司
さ
ん

全
席
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
を
採
用

し
、
通
路
や
ト
イ
レ
な
ど
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
。

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
就
航

し
た
現
在
の
定
期
船
「
お
に
よ
う
ず
」

（
２
５
８
㌧
）
に
比
べ
、
エ
ン
ジ
ン
馬

力
が
向
上
し
、
新
型
プ
ロ
ペ
ラ
の
採
用

に
よ
り
振
動
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

現
在
の
旅
客
運
賃　

大
人
１
９
４
０

円
、
小
人
９
７
０
円

萩
海
運（
０
８
３
８
・
２
５
・
２
０
４
０
）

■
見
島
の
近
況

　

航
空
自
衛
隊
見
島
分
屯
基
地
に
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
を
探
知
す
る
最
新
型
の
警

戒
管
制
レ
ー
ダ
ー
が
建
設
中
、
平
成
30

年
度
中
の
完
成
予
定
。

　

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
国
が
指

定
、
支
援
策
と
し
て
29
年
４
月
か
ら
島

民
の
航
路
運
賃
が
半
額
程
度
に
割
引
さ

れ
た
。

　

７
月
末
の
人
口
は
７
７
５
人
。
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戊
辰
戦
争
１
５
０
年

白
河
戊
辰
１
５
０
周
年
記
念「
合
同
慰
霊
祭
」に
萩
市
長
ら
が
参
加

戊
辰
戦
争
で
東
西
両
軍
が
雌
雄
を

決
し
、
千
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
「
白

川
口
の
戦
い
」
の
合
同
慰
霊
祭
が
、
７

月
14
日
、
激
戦
地
の
福
島
県
白
河
市
で

戊
辰
戦
争
１
５
０
年
を
記
念
し
、
30
年

ぶ
り
に
開
か
れ
た
。

　

会
津
若
松
市
や
仙
台
市
の
「
東
軍
」

と
、
萩
市
や
鹿
児
島
市
の
「
西
軍
」
か

ら
約
千
人
が
出
席
し
た
。
萩
市
か
ら
市

長
ほ
か
50
人
が
参
加
し
た
。

　

白
河
市
の
鈴
木
和
夫
市
長
は
「
歴
史

を
再
検
証
し
、
白
河
の
土
地
柄
、
人
柄

を
見
つ
め
直
し
た
い
。
合
同
慰
霊
祭
を

契
機
に
、
関
わ
り
を
持
つ
地
方
自
治
体

間
の
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

萩
市
の
藤
道
健
二
市
長
は
、
両
軍
の

兵
が
一
緒
に
犠
牲
者
を
慰
霊
し
た
「
白

河
踊
り
」
が
山
口
県
に
伝
わ
る
こ
と
に

触
れ
「
１
５
０
年
前
か
ら
の
縁
を
大
切

に
し
、
先
人
た
ち
の
思
い
を
次
世
代
に

伝
え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、「
行
政

が
橋
渡
し
役
と
な
り
、
和
解
は
難
し
く

て
も
、
理
解
を
進
め
て
い
く
」
と
話
し

た
。

　

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
安
倍

首
相
は
、「
白
河
の
地
か
ら
近
代
日
本

を
形
づ
く
る
一
体
感
と
融
和
の
精
神
が

育
ま
れ
、
全
国
に
広
ま
っ
た
」
と
両
軍

を
弔
っ
た
白
河
の
先
人
を
讃た

た

え
た
。

■
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
「
白
河
戦
争
」

　

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
に
起
き
た

戊
辰
戦
争
で
、
長
州
・
薩
摩
・
土
佐
藩

な
ど
の
新
政
府
軍
（
西
軍
）
と
会
津
・

仙
台
藩
を
中
心
と
し
た
奥
羽
越
列
藩
同

盟
軍
（
東
軍
）
が
、小
峰
城
（
白
河
城
）

を
め
ぐ
る
戦
い
で
、
戦
局
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
閏
４
月
か
ら
７
月
ま
で

約
１
０
０
日
間
の
戦
い
は
、
激
戦
地
で

あ
り
、
１
０
０
０
人
以
上
の
死
傷
者
が

あ
っ
た
と
さ
れ
、
犠
牲
者
に
は
農
民
や

町
人
も
い
た
。
戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０

年
を
経
た
今
も
、
白
河
の
人
々
は
両
軍

の
犠
牲
者
を
分
け
隔
て
な
く
弔
い
、
慰

霊
碑
を
守
り
な
が
ら
、供
養
し
て
い
る
。

■
慰
霊
祭
に
招
待
さ
れ
た
中
原

正
男
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

㈱
中
原
工
務
所
（
樽
屋
町
）
の
中
原

さ
ん
は
、
山
口
県
内
に
伝
わ
る
「
白
河

踊
り
」
を
10
年
が
か
り
で
調
査
し
た
成

果
を
「
白
河
踊
り
～
奥
州
白
河
か
ら
ふ

る
さ
と
へ
伝
え
た
盆
踊
り
」
と
し
て
、

昨
年
12
月
に
出
版
し
た
（
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
18
年
３
月
号
で
紹
介
）。

白
河
踊
り
は
、
１
５
０
年
た
っ
た

今
で
も
、
萩
市
の
大
井
、
田
万
川
、
む

つ
み
、
福
栄
、
佐
々
並
、
玉
江
、
中
小

畑
、
大
屋
を
は
じ
め
、
山
口
県
の
80
を

超
え
る
地
区
と
岐
阜
県
の
５
地
域
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
。
歌
詞
（
口
説
き
）
は
、

白
河
と
同
じ
も
の
や
、
地
域
の
お
国
自

慢
の
も
の
も
後
に
作
ら
れ
た
よ
う
だ
。

１
５
０
年
前
、
遥
か
遠
い
奥
州
白

河
の
地
で
、
白
河
領
民
た
ち
と
新
政
府

軍
の
兵
士
た
ち
と
の
奇
妙
な
状
況
下
で

生
ま
れ
た
不
思
議
な
絆
。
そ
の｢
白

河
踊
り｣

を
ご
縁
に
、
未
来
に
向
け

て
さ
ら
に
交
流
を
深
め
て
、
よ
り
太
い

絆
で
結
ば
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
い
ら

れ
な
い
。

▷
合
同
慰
霊
祭
の
様
子
（
7
月
14
日
、
白

河
市
）

旧
明
倫
小
学
校
の
活
用
案
を
募
集

今
年
度
中
に
最
終
案

萩
市
は
、
未
活
用
の
旧
明
倫
小
学

校
の
３
・
４
号
棟
が
、
経
年
に
よ
り
校

舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
早
期
に
整
備
方
針
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
２
棟
の
活
用
に
つ
い

て
８
月
末
ま
で
意
見
を
募
集
し
た
。

藤
道
市
長
は
「
現
存
す
る
校
舎
を

残
し
活
用
す
る
場
合
や
、
解
体
し
て
跡

地
を
活
用
す
る
場
合
な
ど
を
含
め
、
制

約
な
く
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し
て

い
る
」
と
話
す
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

参
考
に
市
で
複
数
案
を
示
し
、
議
会
や

市
民
の
声
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

今
年
度
中
に
最
終
案
を
ま
と
め

る
予
定
。

校
舎
２
棟
は
、
１
９
３
５

（
昭
和
10
）
年
の
建
築
。
木
造

瓦
ぶ
き
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
は
各
１
７
７
０
平
方
㍍
で
、

１
棟
に
15
教
室
。
萩
市
指
定
文

化
財
。

　

萩
市
で
は
当
初
、
昨
年
３
月

に
開
館
し
た
観
光
施
設
「
萩
・

明
倫
学
舎
」
の
一
部
と
し
て
改

修
整
備
す
る
方
針
だ
っ
た
。
昨

年
３
月
の
市
長
選
で
、
次
世
代

に
負
担
を
残
す
と
し
て
、
明
倫

学
舎
整
備
の
見
直
し
を
公
約
に

掲
げ
た
藤
道
市
長
が
初
当
選
。

整
備
継
続
の
是
非
を
判
断
す
る

た
め
、
市
民
ら
で
つ
く
る
検
討
委
員
会

の
設
置
条
例
案
を
提
出
し
た
が
、
昨
年

の
市
議
会
で
３
度
否
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
明
倫
小
学
校

の
敷
地
内
に
あ
っ
た
孔こ

う
し
び
ょ
う

子
廟
の
移
転
復

元
と
一
括
し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
孔

子
廟
と
切
り
離
し
、
３
・
４
号
棟
に
つ

い
て
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

担
当
窓
口
は
、
今
年
４
月
に

新
設
さ
れ
た
萩
市
産
業
戦
略
室

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
５
１
）。

現在の明倫小学校３・４号棟
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地
上
配
備
型
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
迎
撃

シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」

の
配
備
候
補
地
と
な
っ
た
萩
市
、
阿
武

町
は
防
衛
と
い
う
国
策
に
揺
れ
て
い

る
。政

府
は
、「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」

２
基
で
日
本
全
土
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
、
山
口
、
秋
田
、
両
県
の
陸
上
自
衛

隊
の
演
習
場
に
配
備
し
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
の
運
用
を
目
指
し
て
い
る
。

配
備
候
補
地
と
な
っ
た
陸
上
自
衛

隊
「
む
つ
み
演
習
場
」
の
あ
る
萩
市
、

演
習
場
近
く
に
福
賀
地
区
が
あ
る
阿
武

町
で
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対

応
を
理
由
に
導
入
を
急
ぐ
政
府
へ
の
反

発
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

防
衛
省
に
よ
る
２
度
目
の
地
元
住
民

向
け
の
説
明
会
が
萩
市
と
阿
武
町
で
４

回
開
催
さ
れ
、
延
べ
６
０
０
人
が
参
加

し
た
。
防
衛
省
戦
略
企
画
課
の
担
当
者

な
ど
が
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
必

要
性
、配
備
候
補
地
選
定
の
検
討
過
程
、

配
備
に
伴
う
周
辺
へ
の
影
響
な
ど
を
説

明
し
た
。

　

地
元
で
は
、
地
上
施
設
の
レ
ー
ダ
ー

が
放
つ
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
を
心

配
す
る
声
や
、
他
国
の
攻
撃

目
標
に
な
ら
な
い
か
と
い
っ

た
懸
念
が
根
強
く
、
出
席
者

か
ら
は
反
対
や
不
安
の
声
が

相
次
い
だ
。

■
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
と
は

□
な
ぜ
、
必
要
？

　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
を
「
重
大
か
つ
差
し

迫
っ
た
新
た
な
段
階
の
脅

威
」
と
位
置
づ
け
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
に
対
し
て
常

時
・
持
続
的
に
全
国
を
防
備

す
る
た
め
、
陸
上
イ
ー
ジ
ス

２
基
の
導
入
を
決
め
た
。

　

海
上
の
イ
ー
ジ
ス
艦
に
対

住民説明会で配布された影響図（阿武町編集加工）

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
配
備
候
補
地
の
萩
市
と
阿
武
町

住
民
説
明
会
で
は
不
安
と
反
発
が
相
次
ぐ

し
て
、陸
上
（
ア
シ
ョ
ア
）
の
盾
（
イ
ー

ジ
ス
）
を
意
味
す
る
。

□
ど
ん
な
装
備
？

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
、
地
上
か
ら
迎

撃
す
る
シ
ス
テ
ム
。
高
性
能
レ
ー
ダ
ー

で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
探
知
し
、
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
す
る
。
費
用
は
１
基
約

１
３
４
０
億
円
程
度
。

米
軍
は
２
０
１
６
年
に
ル
ー
マ
ニ

ア
で
運
用
開
始
、
20
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
２
基
目
を
配
備
予
定
。
ハ
ワ
イ
・
カ

ウ
ア
イ
島
に
実
験
施
設
。

□
な
ぜ
、
む
つ
み
演
習
場
？

全
国
の
自
衛
隊
施
設
を
対
象
と
し

て
配
備
先
な
ど
を
分
析
し
、
山
口
県
付

近
と
秋
田
県
付
近
に
配
備
し
た
場
合
、

２
基
で
最
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
わ
が
国
全

域
を
防
護
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
。

□
北
朝
鮮
情
勢
が
変
わ
っ
た
け
ど
、
ま

だ
必
要
？

　

現
時
点
で
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル

能
力
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
い
か
な
る

事
態
に
も
対
応
で
き
る
万
全
な
備
え
が

必
要
だ
。

＊
（
防
衛
省
の
説
明
会
資
料
等
か
ら
）

■
こ
れ
ま
で
の
経
過

□
17
年
12
月
19
日　

政
府
が
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
２
基
導
入
を
閣
議
決
定
。

□
６
月
１
日　

防
衛
省
の
大
野
政
務
官

が
山
口
県
庁
で
村
岡
知
事
、
藤
道
萩
市

長
、
花
田
阿
武
町
長
ら
と
面
会
。
む
つ

み
演
習
場
を
最
適
候
補
地
と
公
表
、
夏

以
降
の
現
地
調
査
の
方
針
を
説
明
。

□
６
月
17
～
19
日　

防
衛
省
が
地
元
住

民
向
け
説
明
会
を
阿
武
町
、
萩
市
で
開

催
。
３
日
間
で
延
べ
６
０
０
人
以
上
が

参
加
。

□
６
月
22
日　

小
野
寺
防
衛
大
臣
が
山

口
県
庁
で
村
岡
知
事
、
藤
道
萩
市
長
、

花
田
阿
武
町
長
ら
と
会
談
。
配
備
候
補

地
の
む
つ
み
演
習
場
で
適
地
調
査
を
行

う
こ
と
に
理
解
を
求
め
た

□
７
月
21
～
23
日　

防
衛
省
が
２
回
目

の
地
元
住
民
向
け
の
説
明
会
を
萩
市
、

阿
武
町
で
開
催
。
配
備
計
画
に
つ
い
て

改
め
て
理
解
を
求
め
た
が
、
出
席
者
か

ら
反
対
や
不
安
の
声
が
相
次
い
だ
。

□
７
月
25
日　

阿
武
町
の
花
田
町
長
が

防
衛
省
を
訪
れ
、
大
野
政
務
官
に
候
補

地
の
再
検
討
を
要
望
し
た
。

□
８
月
２
日　

萩
市
の
藤
道
市
長
が
防

衛
省
を
訪
れ
、
政
務
官
に
住
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
、
３
回
目
の
地
元
説
明

会
を
開
く
よ
う
要
望
し
た
。

□
８
月
26
～
29
日　

防
衛
省
に
よ
る
３

回
目
の
地
元
説
明
会
。

■
主
要
新
聞
の
社
説
で
は

□
読
売
新
聞　

配
備
の
意
義
を
丁
寧
に

訴
え
た
い
（
６
月
23
日
）

　
「
将
来
の
脅
威
に
備
え
、
防
衛
力
を

着
実
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。
東
ア
ジ
ア
各
国
は
ミ
サ
イ
ル
開

発
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
防
衛
は
優
先

課
題
だ
。（
中
略
）
住
民
に
対
す
る
説

明
会
を
重
ね
、
不
安
の
払
拭
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。」

□
朝
日
新
聞　

陸
上
イ
ー
ジ
ス
は
再
考

を
（
６
月
27
日
）

　
「
安
倍
政
権
は
、
こ
の
ま
ま
北
朝
鮮

の
脅
威
を
理
由
に
、
防
衛
力
強
化
を

推
し
進
め
る
つ
も
り
な
の
か
。（
中
略
）

陸
上
イ
ー
ジ
ス
も
、
導
入
の
是
非
を
含

め
、
再
考
す
べ
き
時
だ
。」

□
産
経
新
聞　

国
民
を
守
る
上
で
不
可

欠
だ
（
８
月
２
日
）

　
「
日
本
を
と
り
ま
く
安
全
保
障
環
境

を
考
え
れ
ば
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
巡
航

ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
が
消
え
失
せ
る
こ
と

は
当
面
考
え
ら
れ
な
い
。（
中
略
）
国

民
の
安
全
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
導

入
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。」

□
毎
日
新
聞　

導
入
経
費
、
膨
れ
上
が

る
危
険
（
８
月
７
日
）

　
「
昨
年
12
月
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
理

由
に
、
性
能
や
価
格
の
詳
細
な
検
討
は

後
回
し
に
し
て
、
導
入
方
針
を
閣
議
決

定
し
た
。
拙
速
に
過
ぎ
た
の
で
は
な
い

か
。（
中
略
）
費
用
対
効
果
な
ど
で
納

得
の
い
く
説
明
が
な
い
ま
ま
で
は
、
配

備
先
の
自
治
体
、
住
民
が
反
対
す
る
の

も
当
然
だ
。」
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続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
山
口
県
と
い
う
地
域
を
、
食

を
通
じ
て
発
信
し
広
め
る
こ
と
も
、
一

つ
の
貢
献
と
信
じ
て
い
ま
す
。
県
内
あ

ち
こ
ち
を
カ
メ
ラ
マ
ン
と
周
り
、編
集
・

執
筆
・
料
理
制
作
・
英
訳
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
。

　

09
年
起
業
の
食
材
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ニ
エ
ス
・
レ
ピ
ス
リ
ー
」

（
東
京
神
楽
坂
）
で
は
、
食
文
化
を
広

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
明
治
１
５
０
年
で
も

あ
り
、
平
成
薩
長
同
盟
＆
フ
レ
ン
ズ
と

い
う
交
流
会
を
始
め
ま
し
た
。
中
心
メ

ン
バ
ー
は
、
鹿
児
島
縁
の
俣
野
グ
レ
イ

ゆ
き
子
氏
、
萩
ゆ
か
り
の
鮎
川
純
太

氏
、
鹿
児
島
に
縁
の
深
い
近
衛
忠
大
氏

で
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

人
達
で
す
。
そ
の
他
、
萩
や
山
口
の
産

品
を
使
っ
た
料
理
教
室
、
地
酒
の
利
き

酒
。
山
口
ツ
ア
ー
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

８
月
17
日
～
24
日
に
は
、『
や
ま
ぐ

ち
食
べ
る
通
信
』
を
通
じ
て
東
大
教
養

学
部
の
地
域
研
究
ゼ
ミ
生
た
ち
と
１
週

間
の
山
口
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

し
た
。
さ
さ
や
か
な
草
の
根
運
動
で
す

が
、
１
人
で
も
仲
間
が
増
え
れ
ば
何
か

起
こ
せ
る
、
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
『
や
ま
ぐ
ち
食
べ
る
通
信
』
を
購
読

し
、
仲
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
６
年
３
月
、
山
口
県
の
生
産

者
を
紹
介
す
る
『
や
ま
ぐ
ち
食
べ
る
通

信
』を
創
刊
し
ま
し
た
。『
食
べ
る
通
信
』

は
、
１
次
生
産
者
と
そ
の
食
材
へ
の
思

い
を
伝
え
、
作
る
人
と
食
べ
る
人
を
つ

な
ぐ
、〝
食
材
付
き
の
会
員
制
情
報
誌
〟

で
す
。
全
国
各
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

食
べ
る
通
信
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
地
方
を
知

ら
な
い
人
が
増
え
ま
し
た
。
農
業
・
漁

業
関
係
者
の
後
継
者
不
足
で
、
食
料
自

「
や
ま
ぐ
ち
食
べ
る
通
信
」
発
行
人

（
東
京
都
在
住
、
59
歳
）

和
田 

幸さ

ち

こ子
さ
ん

会
員
制
情
報
誌
「
や
ま
ぐ
ち
食

べ
る
通
信
」
を
創
刊

食
材
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
ア
ニ
エ
ス
・
レ
ピ
ス
リ
ー
」

年
）
は
長
州
士
族
の
反
乱
が
あ
り
、
玉

木
文
之
進
（
正ま

さ
か
ぬ韞

）
は
、
11
月
６
日
、

先
祖
の
墓
前
で
自
刃
し
乱
の
責
任
を
と

り
ま
す
。
関
係
者
に
は
親
族
も
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
数
カ
月
後
、
戦
死
し
た

正ま
さ
よ
し誼（

文
之
進
の
養
子
）の
妻
の
豊（
杉

民
治
長
女
）
は
、
正
之
を
出
産
。
正
之

は
13
歳
で
上
京
し
乃
木
希ま

れ
す
け

典
（
正
誼
実

兄
）
宅
で
育
ち
、
職
業
軍
人
に
な
り
ま

し
た
。

　

実
家
の
戸
籍
は
玉
木
文
之
進
旧
宅
で

す
。
13
年
11
月
６
日
の
萩
団
子
岩
の
墓

所
の
玉
木
家
祖
霊
祭
で
は
、
亡
く
な
っ

た
父
の
納
骨
も
行
い
ま
し
た
。
働
き
盛

り
の
頃
は
多
忙
で
、
先
祖
に
漠
然
と
し

た
興
味
を
持
つ
の
み
で
し
た
。
手
続
き

の
必
要
か
ら
取
り
寄
せ
た
戸
籍
で
、
吉

田
松
陰
の
実
兄
杉
民
治
が
高
祖
父
で
あ

る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
玉
木

文
之
進
と
杉
民
治
は
、
山
口
県
内
広
域

に
わ
た
っ
て
代
官
を
歴
任
し
て
い
た
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
『
や
ま
ぐ
ち
食
べ
る
通
信
』
の
取
材

先
は
、
彼
ら
が
担
当
し
た
地
域
（
吉
田
、

美
祢
、
舟
木
、
阿
東
、
徳
地
、
奥
阿
武
、

本
郷
台
等
）
と
重
複
し
て
い
ま
す
。
防

長
四
白
（
米
・
塩
・
紙
・
蝋
）
は
萩

藩
の
主
要
な
財
政
基
盤
で
し
た
。
そ
こ

で
名
代
官
と
伝
承
さ
れ
た
先
祖
を
知
り
、

食
の
掘
り
起
こ
し
に
肯
定
感
と
プ
ラ
イ

ド
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
３
０
２
年
続
い
た
玉
木
家
を

給
率
の
維
持
が
難
し
い
現
状
で
す
。
生

産
者
の
現
場
を
知
り
、
食
の
近
未
来
を

考
え
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

創
刊
の
き
っ
か
け
は
、
15
年
５
月
に

萩
市
の
熊
谷
美
術
館
で
「
花
の
宴
」
の

イ
ベ
ン
ト
の
主
宰
で
す
。
多
く
の
ご
協

力
で
総
勢
88
名
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
長
州
藩
士
と
夏
み
か
ん
」と
い
う
テ
ー

マ
で
、
旧
長
州
藩
士
・
小
幡
高
政
が
夏

み
か
ん
の
経
済
栽
培
を
進
め
、
廃
藩
置

県
で
経
済
が
逼
迫
し
た
士
族
の
生
活
を

安
定
さ
せ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
同
年
１
８
７
６
年
（
明
治
９

玉
木
文
之
進
の
玄や

し
ゃ
ご孫

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
学
歴
／
湘
南
白
百
合
学
園
小
学
校
・

白
百
合
学
園
中
学
・
高
等
学
校
を
経
て
、

成
蹊
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
、
中
央

大
学
法
学
部
国
際
企
業
関
係
法
学
科
博

士
課
程
前
期
修
了

・
職
歴
／
富
士
通
株
式
会
社
勤
務
後
、

ス
イ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
銀
行
東
京
支
店
に

転
職
。
メ
リ
ル
リ
ン
チ
を
経
て
、
Ｊ
Ｐ

モ
ル
ガ
ン
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー

の
ヴ
ァ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
。
専
門
は

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ａ
ネ
ゴ
シ
ェ
ー
タ
ー
（
金
融
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
法
務
契
約
）

・
２
０
０
９
年
ア
ニ
エ
ス
・
レ
ピ
ス
リ
ー

創
業
、16
年
「
や
ま
ぐ
ち
食
べ
る
通
信
」

発
行
人
、
17
年
Ｓ
Ｗ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
株

式
会
社
代
表
取
締
役

・
資
格
等
／
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会　

ソ

ム
リ
エ
、
英
国
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
社
近

代
西
洋
美
術
史
デ
ィ
プ
ロ
マ
、
近
茶
流

教
授
（
江
戸
懐
石
）

・
玉
木
文
之
進
玄
孫
・
玉
木
正
誼
曾
孫

■
購
読
申
込
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
や
ま
ぐ
ち
食
べ
る
通
信
」
で
検
索

14
号
「
美
祢
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」

３
９
８
０
円
（
送
料
税
込
み
）

和田幸子さん
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「
今
日
の
ご
飯
は
新
米
よ
！
」
そ
ん

な
季
節
が
も
う
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す
。

炊
飯
器
を
開
け
た
と
た
ん
に
立
ち
昇
る

甘
い
香
り
と
つ
や
や
か
な
白
。
炊
き
立

て
新
米
ご
飯
の
、
あ
の
特
別
感
と
い
っ

た
ら
。
日
本
人
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
感

謝
す
る
瞬
間
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

菜
々
色
マ
ル
シ
ェ
の
店
頭
で
は
９
月

に
入
る
と
、
萩
市
各
地
の
新
米
が
続
々

並
び
始
め
ま
す
。
や
は
り
王
道
は
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
で
す
が
、
近
年
食
味
の
良

さ
で
話
題
の
「
き
ぬ
む
す
め
」
や
粘
り

気
が
あ
り
冷
め
て
も
お
い
し
い
「
ミ
ル

キ
ー
ク
イ
ー
ン
」
な
ど
品
種
も
様
々
。

　
「
我
が
家
は
こ
れ
！
」
と
い
っ
た
定

番
が
あ
り
つ
つ
も
、
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ

て
お
米
を
使
い
分
け
し
て
み
る
の
も
楽

し
い
で
す
よ
。

　

昼
夜
の
寒
暖
差
が
激
し
い
山
間
部
に

位
置
す
る
萩
市
佐
々
並
。
豊
か
な
清
流

に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
は
、
萩
の
米
ど
こ

ろ
の
一
つ
。
道
の
駅
萩
往
還
の
ブ
ラ
ン

ド
米
「
黒
ヶ
谷
」
は
、
佐
々
並
地
域
の

中
で
も
特
に
標
高
の
高
い
黒
ヶ
谷
集
落

で
、
柔
ら
か
で
ふ
く
よ
か
な
粘
土
質
の

土
壌
を
有
す
る
特
別
に
優
れ
た
わ
ず
か

四
枚
の
水
田
の
み
を
指
定
し
た
超
限
定

米
で
す
。

　

生
産
者
の
高
木
さ
ん
は
江
戸
時
代
よ

り
続
く
農
家
の
８
代
目
。
先
祖
代
々
大

切
に
守
り
継
が
れ
て
き
た
水
田
に
、
清

ら
か
な
湧
き
水
を
直
接
引
き
入
れ
、
化

学
肥
料
を
使
わ
ず
に
昔
な
が
ら
の
堆
肥

を
使
っ
た
土
づ
く
り
に
よ
り
手
を
か
け

育
て
た
お
米
で
す
。
人
と
大
地
と
水
の

結
晶
と
も
言
え
る
一
粒
。
新
米
の
こ
の

時
期
に
こ
そ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

逸
品
で
す
。

　

ま
た
高
木
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
同
じ
集
落
で
生
産

さ
れ
る
「
九く

ろ
う
ま
い

郎
米
特
選
」
も
、
菜
々
色

マ
ル
シ
ェ
の
お
米
部
門
人
気
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
。
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
お
客
様

に
リ
ピ
ー
ト
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

道
の
駅
・
萩
往
還
　
農
産
物
直
売
所

「
菜な
な
い
ろ

々
色
マ
ル
シ
ェ
通
信
」

新
米
ご
予
約
受
付
中

道
の
駅
萩
往
還
限
定
米

「
黒く
ろ
が
た
に

ヶ
谷
」

　
　

地
方
名
は
「
ア
コ
ウ
」、萩
で
は
「
あ

か
み
ず
」
の
呼
び
名
で
知
ら
れ
る
高
級

魚
で
す
。
体
の
表
面
は
あ
ず
き
色
を
し

て
い
て
、
鮮
や
か
な
朱
色
や
黄
色
の
水

玉
模
様
が
あ
り
ま
す
。

　

身
は
弾
力
の
あ
る
白
身
で
「
冬
の
フ

グ
、
夏
の
ア
コ
ウ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

薄
造
り
の
刺
身
は
絶
品
で
す
。
日
本
で

は
特
に
日
本
海
沿
岸
や
瀬
戸
内
海
に
多

い
と
言
わ
れ
、
萩
の
市
場
に
も
よ
く
水

揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ジ
ハ
タ
は
、
海
水
が
流
れ
潮
通
し

の
良
い
岩
礁
帯
に
生
息
す
る
魚
で
、
エ

ビ
や
カ
ニ
と
い
っ
た
甲
殻
類
や
ア
ジ
な

ど
の
小
魚
を
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
魚

の
珍
し
い
性
質
は
生
ま
れ
た
と
き
に
メ

ス
で
も
、
体
長
が
30
㎝
に
達
し
た
こ
ろ

か
ら
オ
ス
に
性
転
換
す
る
も
の
が
い
る

と
い
う
点
で
す
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

る
仲
間
の
存
在
に
よ
っ
て
、
性
転
換
の

仕
方
が
異
な
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
成
長
す
る
と
最
大
で
体
長
が
50
㎝

に
達
し
ま
す
。

　

山
口
県
で
は
キ
ジ
ハ
タ
の
資
源
増
大

を
図
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
種
苗

の
量
産
化
や
放
流
を
行
っ
て
お
り
、
全

長
30
㎝
未
満
の
キ
ジ
ハ
タ
は
漁
獲
で
き

ず
、
一
定
以
上
の
大
き
さ
に
達
し
た
も

の
の
漁
獲
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

旬
の
お
魚「
萩
の
キ
ジ
ハ
タ
」

　

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
で
は
、
鮮
魚

売
場
で
購
入
し
た
好
み
の
萩
産
魚
介
を

レ
ス
ト
ラ
ン
に
持
ち
込
ん
で
食
べ
ら
れ

る
Ｂ
Ｙ
Ｏ
（B

ring Y
our 　

　

）
方

式
の
サ
ー
ビ
ス
「
持
込
料
理
」
を
、
７

月
25
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

・
実
施
日　

平
日
（
月
曜
～
金
曜
）
11

時
～
14
時
（
Ｇ
Ｗ
、
盆
、
年
末
年
始
は

除
く
）

・
内
容　

鮮
魚
店
で
好
み
の
魚
介
を
購

入
し
、
下
処
理
を
済
ま
せ
て
か
ら
館
内

レ
ス
ト
ラ
ン
に
持
ち
込
み
、
刺
身
・
揚

物
・
焼
物
の
う
ち
２
つ
ま
で
の
調
理
法

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
調
理
代　

１
人
に
つ
き
５
４
０
円（
税

込
）

「
冬
の
フ
グ
、夏
の
ア
コ
ウ
」と
い

わ
れ
、薄
造
り
の
刺
身
は
絶
品

持
込
料
理（
Ｂ
Ｙ
Ｏ
方
式
サ
ー
ビ

ス
）を
始
め
ま
し
た

道
の
駅
萩
往
還
限
定
米
「
黒
ヶ
谷
」（
精
白

米
５
kg
）
３
７
８
０
円
※
ギ
フ
ト
用
木
箱
別

・
持
込
数
量　

１
グ
ル
ー
プ
２

品
（
匹
）
ま
で

・
持
込
対
象
魚
種　

萩
産
の
ア

マ
ダ
イ
、
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
、
瀬

つ
き
あ
じ
、
マ
フ
グ
、
イ
サ
キ
、

キ
ジ
ハ
タ
、
マ
ダ
イ
、
ア
オ
リ

イ
カ
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
旬

を
迎
え
た
お
勧
め
の
地
魚

■
道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
３
３
７
）

持込料理　刺身と揚物 キジハタ寿司 キジハタ

O
w

n

■
道
の
駅
萩
往
還

（
０
８
３
８
.
２
２
.
９
８
８
９
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
道
の
駅
萩
往
還
」
で
検
索

全
国
配
送
い
た
し
ま
す
。
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阿
武
町
奈
古
に
酒
蔵
を
構
え
る
阿
武

の
鶴
酒
造
（
大
正
４
年
創
業
）。
日
本

酒
消
費
が
低
迷
し
て
い
た
１
９
８
３
年

か
ら
自
社
製
造
を
休
止
し
て
、
販
売

の
み
の
酒
蔵
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
４
年
、
生
家
に
戻
り
、
34
年
ぶ

り
に
酒
造
り
を
始
め
、
わ
ず
か
２
年

で
「
サ
ケ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
を

は
じ
め
９
つ
の
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
と

な
っ
た
「
阿
武
の
鶴
酒
造
」
の
杜と

う
じ氏

・

三
好
隆
太
郎
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

自
分
が
求
め
る
「
も
の
づ
く
り
」

　

蔵
元
に
生
を
受
け
な
が
ら
も
物
心
つ

く
頃
に
は
製
造
を
止
め
て
い
ま
し
た
の

で
、
学
生
時
代
に
杜
氏
に
な
る
と
か
、

酒
造
場
を
継
ぐ
と
か
考
え
る
こ
と
は
全

く
な
か
っ
た
で
す
。
高
校
時
代
は
部
活

に
夢
中
で
、
進
路
を
決
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
頃
に
は
、
将
来
は
建
築
や
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。
大
学
生
時
代
は
国
内
を
旅
行
し
な

が
ら
、
各
地
の
建
物
を
見
て
回
る
こ
と

が
趣
味
で
、
卒
業
後
は
大
手
ア
パ
レ
ル

会
社
に
就
職
し
、
内
装
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
新
規
出
店
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
し
て
い
け
ば

い
く
ほ
ど
、
も
っ
と
人
に
近
い
暮
ら
し

の
中
に
あ
る
も
の
、
身
近
に
馴
染
む

も
の
、
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
喜
び

を
与
え
る
よ
う
な
も
の
づ
く
り
を
し

て
み
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
、

２
０
０
８
年
に
ア
パ
レ
ル
会
社
を
退
職

し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
退
職
後
に
足

を
運
ん
だ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
。
酒
造
場
が

季
節
雇
用
の
求
人
を
出
し
て
い
て
、
千

葉
県
の
蔵
元
に
行
き
、
そ
の
後
、
埼
玉

県
、
岐
阜
県
、
青
森
県
の
蔵
元
を
渡
り

歩
い
て
、
酒
造
り
を
学
び
ま
し
た
。

　

当
初
は
も
の
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、

日
本
酒
を
造
る
こ
と
に
向
か
い
合
っ
て

い
た
の
で
、
阿
武
の
鶴
酒
造
を
復
興
し

よ
う
と
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
各
地
で
出
会
え
た
酒
造
り
の
先
輩

方
と
お
話
さ
せ
て
も
ら
う
う
ち
に
、
新

規
で
酒
造
免
許
を
取
得
す
る
の
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
を
知
り
、
製
造
を
止
め

て
い
ま
し
た
が
阿
武
の
鶴
酒
造
に
酒
造

免
許
は
残
っ
て
い
る
こ
と
を
父
か
ら
聞

き
、
休
眠
状
態
に
あ
っ
た
実
家
の
蔵
で

酒
造
り
を
し
て
み
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

再
興
に
向
け
て

　

２
０
１
４
年
に
地
元
に
戻
り
、
ま
ず

は
長
い
こ
と
使
わ
れ
ず
三
好
家
の
倉
庫

に
も
な
っ
て
い
た
酒
蔵
の
整
理
か
ら
取

り
か
か
り
、
整
理
し
稼
働
で
き
る
状
態

に
す
る
ま
で
約
１
年
を
要
す
る
大
仕
事

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
苦
労

し
た
の
は
資
金
面
で
し
た
。
修
行
は
し

て
い
た
も
の
の
、
酒
蔵
と
し
て
製
造
の

実
績
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
そ

の
状
況
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
の

が
、
澄
川
酒
造
さ
ん
（
小
川
地
区
）
で
、

澄
川
さ
ん
の
醸
造
タ
ン
ク
を
貸
し
て
も

ら
い
、
２
期
ほ
ど
自
ら
の
手
で
「
阿
武

の
鶴
」
を
製
造
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実

家
の
酒
蔵
に
再
び
火
を
灯
す
め
ど
が
立

ち
ま
し
た
。

　

１
期
目
と
な
る
平
成
27
年
度
（
酒
造

年
度
）
は
４
千
本
、
２
期
目
は
澄
川
さ

ん
の
酒
蔵
と
自
社
の
酒
蔵
に
て
新
銘
柄

「
三
好
」
と
合
わ
せ
て
８
千
本
、
３
期

目
は
自
社
だ
け
で
１
万
５
千
を
製
造
し
、

そ
の
全
て
を
完
売
。
手
応
え
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
足
ら
な
い
と
こ
ろ
、
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

地
元
貢
献
の
ツ
ー
ル

　

２
万
本
の
壁
を
設
備
的
な
改
善
で
越

え
る
だ
け
で
な
く
、
認
知
度
を
上
げ
販

売
量
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
製
造
量
を
増
や
し
て
も
品
質
を
落

と
さ
な
い
技
量
も
必
要
と
な
り
、
人
材

も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
働
い
て
い
た
だ

く
方
は
、
ほ
ぼ
地
元
の
方
。
そ
し
て
、

弊
社
で
は
９
割
を
地
元
の
米
を
使
用
し

て
お
り
、
当
た
り
前
な
が
ら
地
元
な
く

し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

阿
武
の
鶴
酒
造
の
お
酒
を
多
く
の
人

に
飲
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
多
く
の
人
に

阿
武
を
知
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、

地
元
に
貢
献
で
き
る
ツ
ー
ル
と
な
れ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
飲
ん

で
い
た
だ
け
る
一
人
ひ
と
り
が
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
お
酒
を
造
る
こ
と
を
念
頭

に
お
き
、
造
り
手
と
し
て
し
っ
か
り

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
阿
武
の
鶴
酒
造
合
資
会
社

〒
７
５
９
︲
３
６
２
２ 

阿
武
町
奈
古

２
７
９
６

（
０
８
３
８
８
・
２
・
２
０
０
３
）

■
三
好
隆
太
郎
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
阿
武
町
奈

古
生
ま
れ
、
奈
古
小
・
奈
古
中
卒
、
萩

高
校
平
成
14
年
卒
（
54
期
）。
東
京
の

大
学
で
建
築
を
学
ん
だ
後
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
大
手
ア
パ
レ
ル
会
社
に
勤

務
。
２
０
１
４
年
、
34
年
間
休
業
状
態

の
実
家
・
阿
武
の
鶴
酒
造
を
復
活
さ
せ

る
た
め
帰
郷
。
16
年
、
醸
造
を
開
始
、

看
板
銘
柄
「
三
好
」
を
立
ち
上
げ
る
。

（34 歳）三好 隆
り ゅ う た ろ う

太郎 さん

阿武の鶴酒造 合資会社

奈古の老舗酒造、34年ぶりに復活

三好隆太郎さん
阿武の鶴酒造

日本酒「阿武の鶴」と
新銘柄「三好」
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山
口
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

萩
支
部
は
、
夜
の
萩
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
、
40
店
の
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
萩
の
夜
を
愉

し
む
」
を
初
め
て
発
行
し
た
。

　

組
合
に
加
盟
し
て
い
る
五
間
町
、
東

田
町
、吉
田
町
な
ど
の
ス
ナ
ッ
ク
、バ
ー

な
ど
の
店
内
写
真
、
マ
マ
や
ス
タ
ッ
フ

の
写
真
、
定
休
日
な
ど
と
と
も
に
役
立

つ
Ｐ
Ｒ
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
。
マ
ッ
プ
に

合
わ
せ
、
初
め
て
の
人
も
安
心
し
て
入

店
で
き
る
よ
う
料
金
も
明
記
。

　

萩
市
の
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
は
、
56
の
方
言
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
萩
の
方
言
」
を
作
成
し
、
こ

れ
ま
で
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
げ

て
い
た
方
言
の
「
の
ぼ
り
」
の
デ
ザ
イ

ン
を
６
月
に
一
新
し
た
。

　

の
ぼ
り
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

し
て
い
る
方
言
と
標
準
語
を
裏
表
に
掲

載
、
夏
み
か
ん
色
で
、
タ
テ
１
０
０
㌢

の
大
き
さ
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
折
り

た
た
み
の
手
帳
サ
イ
ズ
で
、
商
店
街
の

店
舗
や
周
辺
観
光
施
設
な
ど
で
無
料
配

布
し
て
い
る
。

　

田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の
組

合
員
数
は
現
在
43
店
舗
。
他
市
と
同
様
、

空
き
店
舗
問
題
に
直
面
し
て

い
る
が
、
最
近
で
は
、
や
な

ぎ
も
と
接
骨
院
、
イ
ン
ド
料

理
ナ
マ
ス
テ
キ
ッ
チ
ン
な
ど

が
開
業
し
た
。

　

理
事
長
の
久
保
吉よ

し
ふ
み

史
さ
ん

（
き
く
や
代
表
、
58
歳
、
萩

商
業
高
校
昭
和
53
年
卒
）
は

「
地
域
全
体
が
盛
り
上
が
る

こ
と
で
、
商
店
街
も
盛
り
上

が
る
。
方
言
も
文
化
を
発
信

す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

昔
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
商
店
街
の
生
き
残
り

の
た
め
に
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

田
町
商
店
街
振
興
組
合
が
「
萩
の
方
言
」
を
発
行

飲
食
業
組
合
萩
支
部
が
「
萩
の
夜
を
愉
し
む
」
を
発
行

ン
の
場
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

■
掲
載
例　

あ
あ
ぬ
く
（
上
を
向
く
）、

か
ば
ち
（
文
句
を
言
う
）、
さ
で
く
り

だ
す
（
放
り
出
す
）、た
っ
け
る
（
叫
ぶ
）、

ほ
ろ
け
る（
落
ち
る
）、や
し
を
す
る（
ず

る
を
す
る
）

■
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合

萩
市
東
田
町
84
︲
２

（
０
８
３
８
・
２
６
・
２
２
０
１
）

「萩の方言」を紹介する久保吉史理事長

あ
の
頃
は
、
こ
の
町
に
も
ぶ
ち
人

が
お
っ
た
い
ー
ね
。

路
地
の
ネ
オ
ン
に
灯
り
が
と
も

れ
ば
、
萩
の
隠
れ
た
魅
力
が
顔

を
出
す

　

萩
支
部
長
の
河
村
剛ご

う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
割

烹
千
代
代
表
、
52
歳
、
萩
高
校
昭
和
60

年
卒
）
は
、「
観
光
客
で
飲
食
店
は
賑

わ
う
が
、
夜
に
出
歩
く
観
光
客
は
減
っ

て
い
る
。
夜
の
町
が
賑
わ
う
こ
と
が
、

観
光
の
町
の
賑
わ
い
と
な
る
。
夜
の
萩

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
企
画
し
た
」
と
話

賑
わ
っ
た
と
い
う
、
地
元
に
根
付
い
て

い
る
歴
史
が
あ
る
。

　
「
萩
の
一
押
し
グ
ル
メ
を
マ
マ
さ
ん

に
聞
い
た
り
、
地
元
の
常
連
さ
ん
と
の

触
れ
合
い
な
ど
、
萩
の
隠
れ
た
魅
力
が

そ
こ
に
あ
る
。
方
言
な
ど
萩
の
文
化
が

夜
の
町
に
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

萩
出
身
者
の
方
も
、
こ
の
マ
ッ
プ
を

手
に
、
夜
の
萩
の
新
た
な
魅
力
を
感
じ

て
欲
し
い
」。

　

ホ
テ
ル
、
旅
館
、
飲
食
店
、
観
光
協

会
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
る
。

■
山
口
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

萩
支
部

萩
市
江
向
３
２
７
︲
８

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
９
０
０
）

＊
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
次
号
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
掲
載
店
舗
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
萩
の
方
言
」、「
萩

の
夜
を
愉
し
む
」
を
ご
希
望
の
方
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

「
萩
の
方
言
」　

56
の
方
言
を
紹
介

「萩の夜を愉しむ」を紹介する河村剛太郎支部長

し
て
い
る
。

　

萩
は
人
口
の

わ
り
に
ス
ナ
ッ

ク
が
多
い
と
言

わ
れ
る
。
昔
か

ら
の
漁
師
町
で
、

か
つ
て
は
越
ヶ

浜
、
玉
江
浦
の

漁
師
で
大
い
に

「
萩
の
夜
を
愉
し
む
」　

40
店
の
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
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天
花
）
に
置
か
れ
た
火
薬
精
錬
所
も
、

慶
応
三
年
三
月
十
七
日
に
爆
発
事
故
を

起
こ
し
た
。
こ
の
時
は
焼
死
者
十
六
名

と
負
傷
者
若
干
名
を
出
し
て
い
る（『
も

り
の
し
げ
り
』）。
長
州
藩
が
設
置
し
た

萩
・
山
口
の
火
薬
の
製
造
拠
点
は
、
爆

発
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

最
近
、
山
口
県
文
書
館
で
予
期
せ
ぬ

資
料
（
史
料
）
に
出
く
わ
し
た
。
吉
田

樟し
ょ
う
ど
う堂

文
庫
の
「
沖
原
鋳
造
方
址
」
と

い
う
資
料
に
含
ま
れ
る
、「
上
津
江
火

薬
製
造
所
」
と
い
う
簡
単
な
メ
モ
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
は
、
山
口
中
学

校
や
萩
中
学
校
な
ど
の
教
職
を
歴
任

し
、
毛
利
家
編
纂
所
の
三
卿
伝
編
纂
事

業
に
も
従
事
し
た
吉
田
祥し

ょ
う
さ
く

朔
が
残
し

た
も
の
で
あ
る
。
吉
田
は
昭
和
八
年
に

東
京
に
移
住
し
た
と
さ
れ
る
の
で
、
そ

れ
以
前
に
作
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
現
在
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
意
訳
し
て
紹
介
す

る
。

　
「（
火
薬
製
造
所
は
）
龍
蔵
寺
の
上

方
、
阿
武
川
岸
に
あ
り
、
水
車
の
あ
る

と
こ
ろ
は
そ
の
中
の
一
部
で
あ
る
。
土

地
は
さ
ほ
ど
広
く
な
い
が
、
こ
こ
で
硝

市
内
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
一
覧

表
」
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
状
況
で
あ
る
た
め
、
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
詳
し
い
方
以
外
に
は
、
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
「
せ
い
れ
ん
」
と
い
う
語

は
、
漢
字
の
書
き
方
に
よ
っ
て
微
妙
に

意
味
が
異
な
る
。「
精
錬
」
は
原
料
鉱

石
か
ら
不
純
物
を
除
い
て
純
度
の
高
い

も
の
に
す
る
こ
と
、「
製
錬
」
は
鉱
石

か
ら
金
属
を
取
り
出
し
て
精
製
・
加
工

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
金
属
の
抽
出
か
ら

地じ
が
ね金

を
得
る
ま
で
の
全
工
程
を
指
し
、

冶や
き
ん金

と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
せ
い
れ
ん
」
は
元
来
、
金
属
の
製
造

に
関
連
す
る
用
語
で
あ
る
が
、
火
薬
の

「
せ
い
れ
ん
」
と
い
う
場
合
は
「
製
錬
」

よ
り
も
「
精
練
」、
す
な
わ
ち
不
純
物

を
取
り
除
い
て
純
度
を
高
め
る
と
い
う

意
味
の
ほ
う
が
近
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
よ
っ
て
小
稿
で
は
、
史
料
を
引
用

す
る
部
分
以
外
、「
精
錬
」と
表
記
す
る
。

　

手
始
め
に
、『
萩
市
史
』
の
第
三
巻

を
め
く
る
と
、
長
州
藩
の
火
薬
製
造
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
大
砲
を
中
心
に
、
火
器

（
ハ
ー
ド
）
の
生
産
拠
点
を
見
て
き
た

が
、
今
回
は
銃
砲
（
鉄
砲
・
大
砲
）
を

撃
つ
際
に
不
可
欠
の
火
薬
に
焦
点
を
あ

て
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
史
料
が
あ

ま
り
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
断
片
的
で

は
あ
る
が
可
能
な
限
り
情
報
を
集
め
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

史
料
に
よ
れ
ば
、
長
州
藩
は
火
薬
の

製
造
も
自
力
で
行
っ
て
お
り
、
火
薬
精

錬
所
の
所
在
し
た
場
所
と
し
て
は
、
萩

市
椿
東
の
中な

か
つ
え

津
江
及
び
上か

み
つ
え

津
江
と
い
う

二
つ
の
地
名
が
出
て
く
る
。
火
薬
精
錬

所
の
跡
地
は
、
現
在
、
阿
武
川
沿
い
に

設
置
さ
れ
た
萩
市
浄
水
場
（
上
水
道

水
源
地
）
の
敷
地
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
と
さ
れ
、「
中
津
江
火
薬
製
造
所

址
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
は
、
発
掘
調
査
が
ま
だ
実

施
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、「
萩

―
火
薬
精
錬
所
跡
ー

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

連
載　

萩
の
産
業
遺
産
を
歩
く
（
八
）

銃
砲
用
火
薬
の
生
産
拠
点

火
薬
精
錬
所
の
設
置
と

爆
発
事
故

文
書
館
で
新
た
に
見
つ
か
っ
た

資
料

す
な
わ
ち
、「
萩
藩
の
火
薬
精
練（

マ
マ
）場

は

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
月
ご
ろ

す
で
に
あ
り
、
服
部
太
八
が
主
任
と

な
っ
て
い
た
。
文
久
元
年（
一
八
六
一
）

上
津
江
に
新
設
さ
れ
た
が
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
六
月
二
十
七
日
に
爆
発

し
、
被
災
者
の
供
養
碑
が
近
く
の
龍
蔵

寺
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
実
質
二
行
程
度
の
記
述

し
か
な
く
、
精
錬
所
に
つ
い
て
判
明
し

て
い
る
事
実
は
、
た
っ
た
こ
れ
だ
け
な

の
か
と
愕が

く
ぜ
ん然

と
さ
せ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
『
も
り
の
し
げ
り
』
で
も
確

か
め
て
み
る
と
、「
旧
長
藩
職
役
一
覧

表
」
に
「
製（

マ
マ
）練

方
」
と
い
う
項
目
が
あ

り
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
火
薬

製
造
役
と
し
て
萩
・
山
口
両
所
に
置
か

れ
た
と
い
う
。
ま
た
同
書
の
「
毛
利
氏

史
要
年
表
」
に
は
、
慶
応
二
年
六
月

二
十
七
日
、
精
錬
所
が
爆
発
し
て
焼
死

者
十
三
名
、
負
傷
者
若
干
名
を
出
し
、

焔え
ん
し
ょ
う硝

二
千
貫
目
と
硝

し
ょ
う
せ
き石

八
千
貫
目
を

焼
失
し
た
と
あ
る
。

　

被
災
者
の
供
養
碑
は
、
今
も
中
津
江

の
龍
蔵
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
表

面
に
は
「
製
錬
局
役
夫
十
三
人
之
墓
／

慶
応
二
年
丙
寅
／
六
月
廿
七
日
死
亡
」

と
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
山
口
の
天て

ん
げ
む
ら

花
村
（
現
山
口
市

石
を
製
し
、
ま
た
硫い
お
う
か

黄
華
を
造
っ
た
。

硝
石
の
材
料
は
人
家
の
床
下
の
砂
土
を

取
り
、
硫
黄
は
薩
摩
よ
り
輸
入
し
た
。

製
造
の
技
術
者
は
初
め
徳
山
の
服
部
太

八
（
大
島
郡
出
身
）
だ
っ
た
が
、
服
部

の
つ
て
で
信
州
人
の
小
澤
重
介
を
徳
山

よ
り
招
い
た
。
明
治
年
間
ま
で
継
続
し

た
」。

　

右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
初
年

頃
は
ま
だ
火
薬
精
錬
所
の
水
車
が
残
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
火
薬

の
製
造
に
必
要
な
硝
石
と
硫
黄
の
入
手

に
も
触
れ
て
い
る
。
当
時
の
銃
砲
に
使

用
し
た
火
薬
は
黒

こ
く
し
ょ
く色

火
薬
と
呼
ば
れ

る
（
現
在
の
銃
砲
に
は
ほ
ぼ
使
わ
れ
て

い
な
い
）。
黒
色
火
薬
は
最
古
の
火
薬

と
さ
れ
、
組そ

せ
い成

は
硝
石
（
硝
酸
カ
リ

ウ
ム
）
六
十
～
八
十
％
、
硫
黄
十
～

二
十
％
、
木
炭
十
～
二
十
％
で
あ
る
。

な
お
硫
黄
華
は
、
硫
黄
の
蒸
気
を
急
冷

し
て
固
化
さ
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
粉

末
を
い
う
。
昇
華
硫
黄
と
も
い
う
。

　

火
薬
精
錬
所
に
つ
い
て
は
ま
だ
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
少
し
ず
つ
資

料
を
集
め
、具
体
的
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

中
津
江
火
薬
製
造
所
址

龍
蔵
寺
（
中
津
江
）　

被
災
者
の
供
養
碑
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７
月
21
日
に
「
萩
・
明
倫
学
舎

ぞ
う
き
ん
が
け
リ
レ
ー
レ
ー
ス

２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
萩
・
明
治
維
新

１
５
０
年
祭
の
一
環
で
夏
休
み
初
日

に
「
小
学
生
」
限
定
で
行
い
ま
し
た
。

明
倫
小
学
校
卒
業
生
に
は
掃
除
時
間

を
思
い
出
す
、
懐
か
し
い
光
景
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
最
大
級
の
木
造
校
舎
「
萩
・

　

10
月
27
日
（
土
）「
萩
・
明
倫
学

舎
ホ
ラ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
８
～
あ
れ

か
ら
１
５
０
年
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

実
際
に
萩
で
あ
っ
た
話
を
基
に
、
夜

の
明
倫
学
舎
本
館
を
利
用
し
た
、
お

ば
け
屋
敷
で
す
。
事
前
申
込
制
で
10

月
10
日
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
明
倫
学
舎

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
明
倫
学
舎

（
０
８
３
８
・
２
１
・
０
３
０
４
）

　

毎
年
夏
恒
例
と
な
っ
た
日
本
海
イ
カ

ダ
大
会
。
今
年
は
さ
ら
に
、「
Ａ
Ｂ
Ｕ

ス
イ
ム
ラ
ン
大
会
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、

真
夏
の
阿
武
町
を
さ
ら
に
ア
ツ
く
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
花
田
町
長
は
「
山
口
県
内

で
初
の
試
み
と
な
る
ス
イ
ム
ラ
ン
大
会

が
開
催
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
今
回
限
り
で
は
な
く
、
来
年
以

降
も
続
け
て
開
催
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

山口県内初の試み
「第１回ＡＢＵスイムラン大会」

阿武町だより

バ
イ
ク
も
加
え
て
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
と
し
て
大
会
が
開
催
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
選
手
や

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
地
域

と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
阿
武
町
を
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ス
イ
ム
は
鹿
島
湾
を
２
往
復
す
る
1.5

㎞
の
コ
ー
ス
。
海
沿
い
に
は
大
勢
の
観

客
が
集
ま
り
、
目
の
前
を
泳
い
で
通
過

し
て
い
く
選
手
達
に
拍
手
や
声
を
か
け

て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
ン
コ
ー
ス
の
エ
イ
ド
（
水
分
補
給

等
）
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
よ
る
水
分
提
供
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

沿
道
で
は
地
域
の
方
々
が
力
強
く
応
援
。

暑
い
中
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
に
、

ホ
ー
ス
や
バ
ケ
ツ
で
水
を
か
け
る
場
面

も
。
競
技
だ
け
で
な
く
、
選
手
と
地
域

の
方
々
の
ふ
れ
あ
い
も
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

ス
イ
ム
ラ
ン
大
会
で
、
阿
武
町

を
さ
ら
に
ア
ツ
く

全
長
90
ｍ
の
廊
下
で
ぞ
う
き
ん

が
け
リ
レ
ー

10
月
は
お
ば
け
屋
敷
「
萩
・
明

倫
学
舎
ホ
ラ
ー
ナ
イ
ト
」

選
手
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
も

沿道ではランナーにホースで
水をかける場面も

スイムは鹿島湾を 2 往復する
1.5㎞のコース

萩
・
明
倫
学
舎
通
信

90 ｍの廊下を雑巾がけする小学生

明
倫
学
舎
」
の
本
館

は
、
廊
下
の
長
さ

が
約
90
ｍ
あ
り
ま
す
。

４
人
１
組
で
１
周

１
８
０
ｍ
を
雑
巾
が

け
で
リ
レ
ー
。
低
学

年
の
部
と
高
学
年
の

部
の
２
部
門
に
分
け

募
集
。
萩
市
内
は
も

ち
ろ
ん
、
山
口
市
や

益
田
市
な
ど
か
ら
全

39
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
、
１
５
６
名
の

激
戦
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
を
す
る
小
学

生
の
熱
気
に
時
間
を

忘
れ
て
、
熱
い
応
援

の
声
が
学
舎
内
に
響

き
ま
し
た
。

　

萩
市
観
光
協
会
の
市
内
移
動
充
実
事

業
と
し
て
、
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
導
入
さ
れ
た
。

□
超
小
型
電
気
自
動
車
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
（
１

人
乗
り
、
６
台
）

・
明
倫
学
舎
で
貸
出

・
１
時
間
＝
１
５
０
０
円
、
以
降
１
時

間
延
長
ご
と
に
１
０
０
０
円

□
電
動
ア
シ
ス
ト
自
動
車
（
15
台
）

・
明
倫
学
舎
、
萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東

萩
駅
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
美
萩
で
貸
出

・
料
金　

30
分
＝
１
５
０
円
、
以
降

30
分
ご
と
に
１
０
０
円
、
１
日
＝

１
５
０
０
円

■
萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

超
小
型
電
気
自
動
車
と

シ
ェ
ア
電
動
自
転
車
の

貸
出
が
始
ま
り
ま
し
た

１人乗りの超小型電気自動車とシェア電動自転車
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

同窓会・同郷会だより ください！

情報

　 今 年 の 引 受 期 は 平 成15 年 卒、55 期。テ ー マ は
「Go!Go!」。来賓あいさつで藤道萩市長（30 期）は、来年
の明倫館創建300 年に合わせ、全国各藩の子孫が一堂に
会する「第17 回全国藩校サミット」を萩市で開催するこ
とを宣言した。
　役員改選が行われ、副会長・会長を合わせて24 年間務
めた村田昌志会長（4 期）に代わり。野村興兒前市長（15
期）が同窓会長に就任した。野村会長は「再来年は萩高校
創立150 年の節目の年となる。現在国では、学校を地方創
生の拠点にしようとしている。同窓会として支援してい
きたい」とあいさつした。

萩高校体育館 ( 萩市 )

第69回萩高校同窓会88会
8月8日

　在京の萩市出身者でつくる一般社団法人・萩大志館が、
20 ～50 代限定の「萩っ子パーティー」を東京・神田のイ
ベントスペースで開いた。パーティーは2016 年以来で
４回目。今回は年齢層を限定し、小規模に開催した。
　約40 人が萩の郷土料理や地酒を楽しみながら、萩弁で
語り合った。鎌倉市を拠点に活動する萩市出身の料理人

「もりえり」こと守永江里さんとのコラボ企画で、守永さ
んが郷土料理を振る舞った。参加者全員が東京での仕事
を紹介するなど、萩を離れても萩のために何ができるか、
熱く語り合いました。

MID STAND TOKYO ( 東京都千代田区 )

萩っ子パーティー
7月28日

　今年で26 回目を迎え、20 名が出席しました。「皆さん
に喜んで頂き、思い出に残る会にしたい。ひとりでも多く
の会員に出席していただくため、情報提供をお願いしま
す」と会長から挨拶がありました。近況報告とカラオケで
盛り上がり、お土産にいただいた東洋美人を各自手に来
年の再会を約束して散会しました。
　総会中に、NHK「チコちゃんに叱られる」の突撃イン
タビューを受けました。放送は9 月14 日（金）の予定。

総轄事務局・会長　佐伯雅人（埼玉県新座市）

ニューオータニイン東京 ( 品川区大崎 )

第26回ふるさと萩・小川会

6月24日

　30 周年記念という大きな節目を迎え、会員ほかご来賓を含め
総勢66 名と過去最多のご参加をいただきました。
　懇親会は、歌手大倉弓季さんによる歌のご披露やハグパイプ
の演奏など華やかなアトラクションでスタート、その後方言ク
イズ、カラオケ大会に合わせて自由なダンスや抽選会などで大
いに盛り上がりました。最後に参加者全員で万歳三唱と一本締
めで来年も元気な再会を誓い合いました。

企画委員　堀野克麿（大阪府茨木市）

太閤園 ( 大阪市 )

関西山
やまなみ

峡会 30周年記念総会

会員投稿会員投稿 6月24日

村
田
昌
志
前
会
長
（
左
）、

野
村
興
兒
会
長

野
村
前
市
長
が

萩
高
同
窓
会
長
に
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　益田出身の級友が、二条川のホタルがとても幻想的で魅
惑的との話に、東京や萩などから23 名がホタル観賞に集ま
りました。川面に乱舞するたくさんのホタルの華麗に点滅
する灯りと、久し振りに会う級友達との会話に、時間を忘れ
て興じました。
　翌日は、津和野を観光して萩に入り、夕方の萩本陣での懇
親会には38 名が参加しました。淡く、楽しく、懐かしい青春
の日々が胸一杯に拡がり、友の顔は輝いていた18 歳の顔と
なっていました。

東京幹事会　玉井知正（東京都世田谷区）

萩本陣（萩市）

萩高11期(昭和34年卒)
懇親会

5月31日

　1963 年3 月卒業以来、今回が10 回目。懇親会を閉会後も場
所を移してホテルニューオータニの最上階「ザ・フォーシー
ズンズ」から眺める大阪の夜景と、ライトアップされた大阪城
を見下ろしながら閉店時まで宿泊者の大半が歓談。翌日は大
阪城天守閣、水上バスアクアライナーで大阪・大川を周遊す
る川面からの大阪散策に大勢が参加。
　出席者自身の健康はもとより、配偶者・家族のご理解とご
協力があってこその会合です。

横山　博（京都府八幡市）

ホテル京阪京橋グランデ（大阪市）

萩商工高商業科38年卒同期会
会員投稿会員投稿

　喜寿のお祝い同窓会を、全国から82 名( 男35 名、女47 名) の参加を
みて、盛大に開催しました。
　これまで40 回以上の同期会を開催しているが、また格別の想いがあ
りました。431 名卒業した仲間の内、70 人以上の物故者への黙祷を捧
げ、59 年前の幼顔が残っているもののこの歳まで頑張ってきた人生を
その顔に刻んで、旧交を温め懇親の花が乱れた、たった3 時間が、あっ
という間に経ちました。ただ懐かしく、ひたすら懐かしい故郷・萩の、
萩高12 期生の団結と誇りを確認した一時でした。

幹事代表　山中信助（萩市椿）

常茂恵 ( 萩市 )

萩高校12期(昭和35年卒)喜寿の
集い

6月19 日

　萩の同級生数人が軽い気持ちで計画した大阪旅行。
当日は広島、横浜からも同級生が参加。そんな私たちを
待っていたのは、大阪の同級生のとても暖かいおもて
なしでした。何十年ぶりの再会もあり、本当に楽しいひ
と時を過ごすことができました。
　次の日には、奥様方による大阪観光。昼食は大阪名物
串揚げで2 日目の同窓会を開催。帰りは新幹線ホーム
まで見送り。最後まで最高のおもてなしで私たちを楽
しませてくれました。

引受期代表　小原浩二（萩市平安古）

フェローズ難波（大阪市）

萩商業高校昭和55年卒
同期会

5月26日会員投稿会員投稿

5月16日
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９
月
20
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
９
‐
10

太
閤
園　

３
階
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

（
問
）
山
口
県
大
阪
事
務
所

（
０
６
・
６
３
４
１
・
０
７
５
５
）

■
「
三
輪
和
彦　

立
ち
立
つ
白
展
」

　

三
輪
和
彦
の
個
展
。

８
月
29
日
（
水
）
～
９
月
４
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
表
町
２
‐
１
‐
１

岡
山
天
満
屋　

５
階
美
術
画
廊

（
０
８
６
・
２
３
１
・
７
５
２
３
）

■
九
州
指
月
会

　

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
９
日
（
日
）
正
午
～

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅（
筑
紫
口
す
ぐ
）

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多

（
０
９
３
・
２
０
１
・
６
３
０
３
）
廣
瀬

■
つ
ば
き
会
九
州
支
部

　

九
州
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

11
月
10
日
（
土
）
正
午
～

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
10
‐
16

川
辺
ビ
ル
２
階

新
・
日
本
料
理　

海か
い
ほ
う
ろ

峯
魯　

博
多
店

（
０
９
０
・
４
３
５
８
・
２
６
５
９
）竹
内

■「
次
代
を
繋
ぐ　

萩
焼　

精
鋭
作
家

陶
展
」

　

岡
田
泰（
萩
市
）、
田
原
崇
雄（
長
門

市
）、
坂
倉
正
紘（
長
門
市
）
の
三
人
展
。

９
月
20
日
（
木
）
～
26
日
（
水
）

大
分
県
大
分
市
府
内
町
２
‐
１
‐
４

ト
キ
ハ
本
店　

７
階
美
術
画
廊

（
０
９
７
・
５
３
８
・
１
１
１
１
）

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
（
東
京
駅
丸

の
内
北
口
）
日
本
工
業
倶
楽
部

（
０
３
・
３
４
７
１
・
０
２
８
６
）
東
京

指
月
会
事
務
局
（
松
本
方
）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

11
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～
５
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
９
０
・
３
１
４
１
・
７
５
０
５
）
椿

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
17
日
（
土
）
正
午
～
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和わ

き
ょ
う
か
ん

彊
館

（
０
９
０
・
２
２
０
８
・
５
８
７
３
）勝
山

■
「
萩　

水
津
和
之　

作
陶
展
」

10
月
４
日
（
木
）
～
10
日
（
水
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
‐
１
‐
25

東
武
百
貨
店
池
袋
店　

６
階
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
物
産
展

　

萩
市
、
上
田
市
、
足
利
市
、
鎌
倉
市
。

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、
夏

み
か
ん
製
品
等
を
販
売
。

10
月
12
日
（
金
）
～
13
日
（
土
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
東
地
区

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
13

日
は
３
時
30
分
ま
で
）

神
奈
川
県
鎌
倉
市
小
町
１
‐
10
‐
５

（
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
東
口
よ
り
徒
歩
３
分
）

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
き
ら
ら
鎌

倉
）
１
階
ロ
ビ
ー
、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

（
０
４
６
７
・
２
５
・
２
０
３
０
）

■
柳
井
嗣
雄
展
「
光
を
求
め
て
」

　

萩
市
出
身
の
美
術
家
、
和
紙
造
形
。

「
樹
木
」
シ
リ
ー
ズ
に
続
く
、「
根
茎
」

シ
リ
ー
ズ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

10
月
20
日
（
土
）
～
11
月
25
日
（
日
）

金
・
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
～
７
時

神
奈
川
県
鎌
倉
市
台
１
７
５
２
‐
10

P
O

L
A

R
IS

　

the　

art　
stage

（
０
４
６
７
・
４
５
・
２
３
３
６
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り
「
萩
観

光
物
産
展
」

　

萩
市
か
ら
、
萩
焼
、
地
酒
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
菓
子
等
を
販
売
。「
萩
に
ゃ

ん
。」
も
登
場
し
ま
す
。

10
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
28
日
は
午
後

５
時
30
分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区
若
林
（
東
急
世
田
谷

線
「
松
陰
神
社
前
駅
」
下
車
）

松
陰
神
社
境
内
前
公
園
、
松
陰
神
社
通

り
商
店
街

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
「
萩
の
風
」
物

産
フ
ェ
ア

　

萩
焼
、
夏
み
か
ん
菓
子
、
萩
の
地
酒
、

醤
油
、
蒲
鉾
な
ど
萩
の
特
産
品
を
販
売
。

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
～
４
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
‐
６
‐
７

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん　

３
階
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
萩

焼
ロ
ク
ロ
実
演
。

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
「
岡
田
裕　

作
陶
展
」

　

茶
道
具
を
中
心
に
萩
焼
を
展
示
。

11
月
22
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
‐
37
‐
11

安
与
ビ
ル

柿
伝
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
３
・
３
３
５
２
・
５
１
１
８
）

■
「
萩　

水
津
和
之　

作
陶
展
」

10
月
17
日
（
水
）
～
23
日
（
火
）

富
山
県
富
山
市
総
曲
輪
３
‐
８
‐
６

大
和
富
山
店　

５
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

（
０
７
６
・
４
２
４
・
１
１
１
１
）

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
西
支
部

９
月
30
日
（
日
）
午
前
11
時
30
分
～

大
阪
府
大
阪
市
北
区
芝
田
１
‐
１
‐
35

阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
27
階

グ
ラ
ン
ド
白
楽
天

（
０
９
０
・
２
０
６
０
・
４
６
３
３
）庭
屋

■
や
ま
ぐ
ち
地
酒
維
新
in
関
西

 

山
口
県
酒
造
組
合
加
盟
の
19
蔵
元
が

出
展
。
参
加
費
６
０
０
０
円
。

九
州
地
区

関
西
地
区

中
国
地
区

北
陸
地
区
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・
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
問
題
は
次
の

３
点
に
つ
き
る
。
①
現
在
の
北
朝
鮮
情

勢
の
中
、
国
防
の
た
め
に
必
要
か
ど

う
か
。
②
な
ぜ
、
萩
な
の
か
。
③
安
全

な
の
か
ど
う
か
。
②
は
他
地
域
の
情
報

が
な
い
た
め
、
判
断
の
し
よ
う
が
な
い
。

①
は
各
新
聞
社
の
社
説
で
も
賛
否
が
あ

る
よ
う
に
、
そ
の
政
治
的
立
場
に
よ
っ

て
意
見
は
異
な
る
。
政
治
信
条
に
よ
ら

な
い
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
安
全
性
に
対

す
る
不
安
か
ら
の
地
元
住
民
の
反
対
は
、

現
政
権
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
有
効
な
の

だ
ろ
う
か
。

・
核
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
議
論
が
盛
ん
な

今
、
平
成
最
後
の
夏
に
見
直
し
た
い
映

画
。
広
島
の
原
爆
後
を
描
い
た
井
伏
鱒

二
原
作
の
「
黒
い
雨
」（
今
村
昌
平
監
督
、

89
年
）、
長
崎
の
原
爆
前
を
描
い
た
井

上
光
晴
原
作
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

明
日
」（
黒
木
和
雄
監
督
、
88
年
）。
黒

木
監
督
と
い
え
ば
幕
末
を
描
い
た
「
竜

馬
暗
殺
」（
74
年
）。
原
田
芳
雄
と
石
橋

蓮
司
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
演
技
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。

　
　
　
（
広
報
特
別
参
与　

山
本
章
三
）

編
集
後
記

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
５
０
０
）
中
原

■
「
第
11
回
腕
前
探
訪
」

　

山
口
県
内
の
も
の
づ
く
り
作
家
の
紹

介
、作
品
販
売
。
萩
か
ら
止
原
理
美（
陶

芸
）、
渋
谷
英
一
（
陶
芸
）、
戸
嶋
由
香

（
版
画
）、
岩
川
旗
店
が
出
店
。

９
月
14
日
（
金
）
～
17
日
（
月
・
祝
）

防
府
市
戎
町
１
‐
１
‐
28

防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

ア
ス
ピ

ラ
ー
ト

（
０
８
３
５
・
２
６
・
５
１
５
１
）

■
萩
商
工
高
校
同
窓
会
つ
ば
き
会

　

萩
商
工
高
つ
ば
き
会
の
本
部
総
会
。

10
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
～

会
費
３
０
０
０
円
（
弁
当
代
、
福
引
代

含
む
）

萩
市
平
安
古
町
５
４
４　

萩
商
工
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）

■
手
塚
る
み
子
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
娘
が
語
る
父
・
漫
画
家
『
手
塚
治
虫
』」

　

萩
博
物
館
特
別
展
「
手
塚
治
虫
が
描

い
た
明
治
維
新
」
関
連
行
事
。

　

手
塚
る
み
子
（
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
取
締
役
）、ゲ
ス
ト　

桐
木
憲
一
（
漫

画
家
、
萩
ふ
る
さ
と
大
使
）

９
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

萩
博
物
館　

講
座
室

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■
「
青
の
世
界　

納
冨
晋
作
陶
展

Tune of B
lue

」（
仮
）

　

納
冨
晋
の
鑑
賞
陶
器
と
小
品
を
展
示
。

11
月
8
日
（
木
）
～
14
日
（
水
）

145 W
est 57th S

treet N
ew

 
Y

ork

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ニ
ッ
ポ
ン
・
ク

ラ
ブ
６
階　

ニ
ッ
ポ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
２
１
２
・
５
８
１
・
２
２
２
３
）

■
「
木
戸
孝
允
と
幕
末
・
維
新
」
急
進

的
集
権
化
と
「
開
化
」
の
時
代

　

木
戸
孝
允
の
集
権
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
、
維
新
期
の
激
動
を
主
導
す

る
に
は
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。

著
者　

齋
藤
紅
葉
（
京
都
大
学
大
学
院

研
修
員
）

京
都
大
学
学
術
出
版
会　

４
３
２
０
円

（
税
込
）

■
「
明
治
の
技
術
官
僚
」
近
代
日
本
を

つ
く
っ
た
長
州
五
傑

　

工
業
・
鉄
道
・
造
幣
の
分
野
で
活
躍

し
た
山
尾
、
井
上
勝
、
遠
藤
の
足
跡
を

軸
に
、
近
代
国
家
形
成
期
に
技
術
官
僚

が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

著
者　

柏
原
宏
紀
（
慶
應
大
学
大
学
院

修
了
、
関
西
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

■
「
千
年
の
田
ん
ぼ
」
国
境
の
島
に
、

古
代
の
謎
を
追
い
か
け
て

　

萩
市
の
離
島
・
見
島
に
日
本
最
古
の

田
ん
ぼ
？
だ
れ
が
、
何
の
た
め
に
？
古

代
史
の
謎
を
解
き
明
か
し
な
が
ら
、「
奇

跡
の
風
景
」
の
謎
を
解
く
。

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
課
題

図
書
（
中
学
校
の
部
）

著
者　

石
井
里
津
子
（
全
国
棚
田
連
絡

協
議
会
機
関
誌
編
集
長
）

旬
報
社　

１
５
０
０
円
（
税
別
）

山
口
県
関
係

萩
市
関
係

福
田　

操           　
（
大
阪
府
堺
市
）

坂
元
英
雄           　
（
大
阪
府
堺
市
）

神
崎
傳
次           

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

重
村　

清           

（
奈
良
県
奈
良
市
）

藤
井
亨
子           

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

田
辺
敏
春                   

（
山
口
市
）

松
中
光
雄                   

（
山
口
市
）

山
本
照
夫                   

（
山
口
市
）

中
原
重
政                   

（
山
口
市
）

藤
田
嘉
明           

（
広
島
県
広
島
市
）

小
野
興
太
郎                   

（
萩
市
）

田
中
勝
巳           

（
広
島
県
広
島
市
）

小
野
敦
仁           

（
広
島
県
広
島
市
）

千
葉
紘
子     

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　

  

（
6
月
21
日
～
8
月
20
日　

14
人
）

■
明
治
１
５
０
年
特
別
展
「
手
塚
治
虫

が
描
い
た
明
治
維
新
」

９
月
15
日
（
土
）
～
10
月
14
日
（
日
）

萩
博
物
館

■
萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
式
典

10
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
～

■
特
別
記
念
講
演

10
月
23
日
（
火
）
午
後
５
時
～
６
時
30

分
、
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

講
師
／
山
中
伸
弥
教
授
（
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
受
賞
者
）

演
題
／
私
の
修
業
時
代
‐
未
来
を
切
り

拓
く
力
と
は
‐
（
申
込
終
了
）

■
記
念
漫
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

10
月
完
成
予
定

作
画
／
桐
木
憲
一（
萩
ふ
る
さ
と
大
使
）

■
特
別
展
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
‐
幕
末
・

海
外
留
学
生
の
軌
跡
‐
」

10
月
27
日
（
土
）
～
11
月
25
日
（
日
）

萩
博
物
館

■
「
萩
・
食
の
祭
典
」

　

文
化
人
や
芸
能
人
な
ど
多
彩
な
ゲ
ス

ト
も
参
加
、
萩
の
食
の
魅
力
を
発
信
！

10
月
20
日
（
土
）
～
11
月
11
日
（
日
）

市
内
各
所

■
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

12
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

講
師
／
高
橋
尚
子
（
シ
ド
ニ
ー
五
輪
女

子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

演
題
／
走
り
続
け
る
中
で

チ
ケ
ッ
ト
／
１
０
０
０
円
（
販
売
中
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２
）

萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
祭　

出
版
情
報

①
田
町
商
店
街
振
興
組
合
発
行
「
萩
の

方
言
」
を
希
望
者
に
。

②
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
萩
支
部

発
行「
萩
の
夜
を
愉
し
む
」を
希
望
者
に
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
９
月
30
日
必
着

米
　
　
国

中公新書  880 円
　　　　  （税別）

プ
レ
ゼ
ン
ト
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全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,574人（2018年３月末現在）

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

「フランス宮廷の磁器 セーブル「フランス宮廷の磁器 セーブル
創造の３００年」創造の３００年」

特別展「手塚治虫が描いた明治維新」特別展「手塚治虫が描いた明治維新」

　「陽だまりの樹」を主題とした初めての本格的な原画展覧会。
マンガの神様と称えられる手塚治虫の生誕 90周年と明治維新

　300 年近くに及ぶセーブル磁器の創造の歴史を、18 世紀から
現代まで各時期を代表するセーブルの名品を紹介。

９月15日㊏～10月14日㊐

７月24日㊋～９月24日㊊㊗

10月1日㊊～21日㊐　
◇着物ウィーク in 萩プレミアム　

10月5日㊎～7日㊐　
◇萩・竹灯路物語　
10月13日（土）・14日（日）　
◇ふるさと紙芝居全国大会 in 萩

10月5日㊎～8日㊊㊗　
◇萩・田町萩焼まつり　
10月14日㊐ 9：30～15：00
◇萩・魚まつり
10月20日㊏～11月11日㊐
◇萩・食の祭典
11月10日㊏～11日㊐
◇萩ふるさとまつり
11月11日㊐
◇萩時代まつり

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ン ト カ レ ン ダ −べイ

城下町周辺

田町商店街アーケード

明倫学舎、萩博物館など

市内各所

道の駅・萩しーまーと

城下町周辺・市内各所

萩の風物詩（夏）

着物ウィーク

中央公園

市内各所

「彫金のわざと美　山本晃の詩想と造形」
10月2日㊋～11月25日㊐

　光市に生まれた山本晃は、デザイナーとして東京で活動し
た後、故郷に戻ってほぼ独学で金工の創作活動を始めた。

150年とが重なる記念すべき年に、
手塚治虫が「陽だまりの樹」で描い
た明治維新の世界観を、直筆のマン
ガ原稿や収蔵資料をもとに紹介。

■観覧料　一般1,200 円、70
歳以上、学生1,000 円、18 歳
以下は無料
■休館日　9 月10 日、10 月
15 日、29 日、11 月12 日いず
れも月曜日、11 月26 日～翌
年3 月31 日（予定）設備改修
工事のため休館

特別展「長州ファイブ―幕
末・海外留学生の軌跡―」

■観覧料　大人 510 円、高・大学生 310 円、小・中学生 100 円
■休館日　なし（会期中無休）

　吉田松陰はアメリカ密航に失敗
するが、その後長州藩から 5人が
海外密航を果たす。

手塚良庵（手塚治虫「陽だまりの樹」から）

© 手塚プロダクション

山本晃　切嵌象嵌接合せ鉢「精音」

（2017 年 個人蔵）

10月27日㊏～11月25日㊐

萩・日本海大花火大会

「萩城跡を望む」惣田義弘（萩市）着物フォトコンテスト 2017

大井～阿武町間でのサザエ採り

萩への立ち寄り観光スケジュール
トワイライトエクスプレス瑞風

9 月 2 日㊐、9 日㊐、16 日㊐、23 日㊐、30 日㊐、
10 月 7 日㊐
 8:40　東萩駅到着／ 12:08　萩駅出発（予定）


